
一般質問一覧

年 会期 年月 分野 テーマ 項目 回答

平成27年 第3回定例会 2015年6月 行政改革 職員のソーシャルメディア等使用に関するガイドラインについて ソーシャルメディア活用に関するルールを設けているか 現状ではガイドラインは無いが、必要性は理解している

平成27年 第3回定例会 2015年6月 行政改革 職員のソーシャルメディア等使用に関するガイドラインについて SNSを活用した情報発信を行うべきと考えるがどうか SNSの活用を前向きに検討するが、ルール作りに時間が必要

平成27年 第3回定例会 2015年6月 観光振興 観光政策について 観光目標達成のための方針は 現状把握とマーケティングを行い、観光振興計画を策定する

平成27年 第3回定例会 2015年6月 地域振興 空き家の活用について 空き家活用に関するビジョンは 県の協議会との策定した指針に従って対応を進めていく

平成27年 第3回定例会 2015年6月 地域振興 空き家の活用について 空き家バンクを活用しては 総合戦略の一つの施策として検討していきたい

平成27年 第4回定例会 2015年9月 産業振興 道の駅について 平成17年の道の駅構想は現状でも検討しているか 当時の基礎資料は引き続き活用していく

平成27年 第4回定例会 2015年9月 産業振興 道の駅について 観光消費額の増加に向けた政策は 観光客誘致に向けたPRや観光資源の整備を行なっていく

平成27年 第4回定例会 2015年9月 子育て・教育 少子化対策と出産支援について 出生率低下の要因をどう分析しているか 社会減による若者の現象が原因と考える

平成27年 第4回定例会 2015年9月 子育て・教育 少子化対策と出産支援について 出生率向上の政策について 若者の定住政策が必要。1.39から2030年までに出生率1.8が目標

平成27年 第4回定例会 2015年9月 子育て・教育 少子化対策と出産支援について 出産支援について 現状各種の出産支援を行なっており、引き続き支援の充実を図る

平成27年 第4回定例会 2015年9月 子育て・教育 少子化対策と出産支援について ひとり親家庭への支援について 各種支援や、生活困窮者支援制度の活用により支援していく

平成27年 第5回定例会 2015年12月 子育て・教育 18歳選挙権の実現に向けた教育と周知について どのように教育と周知を行うか 中学校の公民の授業で取り上げ、不破高校の生徒に対して模擬投票を実施するなど周知をしていく

平成27年 第5回定例会 2015年12月 子育て・教育 18歳選挙権の実現に向けた教育と周知について 選挙パスポートを導入してはどうか 事例が少ないことから慎重に検討する

平成27年 第5回定例会 2015年12月 地域振興 垂井町まち・ひと・しごと創生総合戦略について 若者のUターンを促進するにはどうすれば良いと考えるか 町外へ進学・就職した若者に対する企業情報の発信や住宅整備支援を行うと良いと考える

平成27年 第5回定例会 2015年12月 地域振興 垂井町まち・ひと・しごと創生総合戦略について 起業・創業の支援を充実させてはどうか 現在、商工会が経営支援員による創業支援を行なっており、関係機関と連携して支援していく

平成27年 第5回定例会 2015年12月 子育て・教育 庁舎移転を学校教育のテーマとしてはどうか 庁舎移転を学校教育のテーマとしてはどうか 公民の授業で庁舎の役割や自分との関わりを認識させる授業を行なっていく

平成28年 第1回定例会 2016年3月 産業振興 ふるさと納税について 垂井町民のふるさと納税の利用状況について 平成27年は65人269万円の利用がある

平成28年 第1回定例会 2016年3月 産業振興 ふるさと納税について 企業版ふるさと納税の活用を検討しているか 制度が施工された場合はメリットデメリットを十分踏まえて検討したい

平成28年 第1回定例会 2016年3月 産業振興 ふるさと納税について 返礼品だけでなく返礼サービスもメニューとしてはどうか 町のPRにもなる産品を返礼品としていくことを基本的な方針としていきたい

平成28年 第1回定例会 2016年3月 子育て・教育 次世代の学校・地域創生プランについて コミュニティ・スクール構想を推進してはどうか 当初は検討していなかったが、地域社会の変化に対応して検討する必要があると考える

平成28年 第1回定例会 2016年3月 子育て・教育 次世代の学校・地域創生プランについて コミュニティ・スクールの研究指定校に立候補してはどうか 現状では考えておらず、学校評議委員に地域の方を加える等でコミュニティ・スクール化を推進

平成28年 第1回定例会 2016年3月 子育て・教育 人口減少対策と婚活支援について 婚活支援を積極的に推進してはどうか 社会福祉協議会や町づくり協議会への支援等で婚姻率の向上を目指す

平成28年 第1回定例会 2016年3月 子育て・教育 人口減少対策と婚活支援について 婚活支援に対する町のスタンスは 婚活支援の充実は必要と考える。西濃圏域での婚活支援も含めて検討したい

平成28年 第2回定例会 2016年6月 子育て・教育 投票率向上に向けた取り組みについて 共通投票所を設置してはどうか 投票状況の瞬時共有や二重投票防止などの課題が多いため、実現に時間を要する

平成28年 第2回定例会 2016年6月 子育て・教育 投票率向上に向けた取り組みについて 不破高校での模擬投票の検証と主権者教育の充実を 選挙資材の貸し出しや学校等での授業を通して主権者教育を推進していく

平成28年 第2回定例会 2016年6月 子育て・教育 AI時代の教育のあり方について シンギュラリティによって町民の生き方がどう変わると考えるか 現状では、どのように変化するかは予想ができない

平成28年 第2回定例会 2016年6月 子育て・教育 AI時代の教育のあり方について 子供達の教育のあり方を変えていくべきと考えるがどうか 心の教育など普遍的な教育もある。この点を養いつつ時代の変化に対応した教育を実施する

平成28年 第5回定例会 2016年9月 健康医療 ジェネリック医薬品の利用促進と健康寿命の向上について 他市町に比べて本町の医療費が高い理由をどう分析するか 医療環境が充実していて簡単に受診できることが要因。医療費通知や重複受診の抑制を推進する

平成28年 第5回定例会 2016年9月 健康医療 ジェネリック医薬品の利用促進と健康寿命の向上について ジェネリックカードを発行してはどうか 現在発行しており、医療費の抑制に対して効果を上げている

平成28年 第5回定例会 2016年9月 健康医療 ジェネリック医薬品の利用促進と健康寿命の向上について 他市町に比べて高血圧患者が多いが、その対策は 若いうちからの運動習慣や健康増進に向けた講習会やイベント、周知等が必要と考える

平成28年 第5回定例会 2016年9月 子育て・教育 東京オリンピックに向けた人材の育成について オリンピックに出場できるような人材を町として育成しては 指導者の確保による指導力の向上と、激励会等でのモチベーションアップによって育成を支援する

平成28年 第5回定例会 2016年9月 子育て・教育 東京オリンピックに向けた人材の育成について 運動施設の設備充実を図ってはどうか 一部の種目に特化した施設整備が難しいため、総合管理の観点から検討していきたい

平成28年 第6回定例会 2016年12月 産業振興 タウンプロモーションの推進について タウンプロモーションの現状について 第6次総合計画でも重要な概念と理解しているので、計画に盛り込んでいきたい

平成28年 第6回定例会 2016年12月 産業振興 タウンプロモーションの推進について 町づくりの担い手育成について、どのように考えているか 商工会や観光協会と連携し、人材育成を町がバックアップする体制を構築していきたい

平成28年 第6回定例会 2016年12月 産業振興 タウンプロモーションの推進について 垂井ブランド認証品の展開状況はどうか 都市圏でのイベントに出展する等の事業を通じて町のPRに協力頂いている

平成28年 第6回定例会 2016年12月 産業振興 タウンプロモーションの推進について 映画「関ヶ原」公開に向けて町としてもPRを推進しては 垂井も関ヶ原合戦の舞台であることを観光協会等との連携を通してPRしていきたい

平成29年 第1回定例会 2017年3月 地域振興 若者の町づくりについて 若者にどのような役割を期待しているか 柔軟性や行動力に期待したい。若者の意見や提案を頂く機会の整備を推進していきたい

平成29年 第1回定例会 2017年3月 地域振興 若者の町づくりについて 若者会議やJK課などの若者の意見を集める場を作っては 現状ではVYSに子供達が多く参加してくれており、これを基軸に若者の意見を頂きたい

平成29年 第1回定例会 2017年3月 地域振興 「虹の町たるい」について 虹をテーマに垂井町の観光プロモーションを推進しては 大変ユニークな案だと考える。機運の盛り上がりをみて実施を検討していきたい

平成29年 第4回定例会 2017年6月 地域振興 移住定住政策について 垂井町の移住に関する実績は 移住による人口流入の統計は取っていない

平成29年 第4回定例会 2017年6月 地域振興 移住定住政策について 移住定住に関する情報発信をどのように行なっているか 住宅展示場でのプロモーションや、西濃全域のパンフレットでの周知を実施している



平成29年 第4回定例会 2017年6月 地域振興 移住定住政策について これまでの移住政策に関する振り返りは プロモーション政策を拡充していく必要がある。また空き家バンクの活用を検討している

平成29年 第4回定例会 2017年6月 産業振興 シェアリングエコノミーの推進について 第6次総合計画の政策としてシェアリングシティを盛り込んでは シェアリングエコノミーも含めて人口減少社会に対応した計画づくりを推進していきたい

平成29年 第5回定例会 2017年9月 子育て・教育 キッズウィークの導入について キッズウィークを導入してはどうか 国の動向を見据えて検討していきたい

平成29年 第5回定例会 2017年9月 防犯防災 弾道ミサイル落下次の対応の周知徹底について Jアラート発令時の対応について訓練しているか 現状では実施していないが、県との情報伝達に関する調整を行なっている

平成29年 第5回定例会 2017年9月 防犯防災 弾道ミサイル落下次の対応の周知徹底について Jアラート発令時の対応についてどのように周知しているか 広報たるいやHPにて周知を行い、学校でも教職員への周知を実施する

平成29年 第6回定例会 2017年12月 子育て・教育 きずなメールの導入について きずなメールの導入を推進してはどうか メールも含めた様々な内容の中から、より切れ目のない子育て支援が行える環境を提供する

平成29年 第6回定例会 2017年12月 子育て・教育 非認知能力の向上に向けた教育について 非認知能力の向上に向けた教育を推進してはどうか 大学から講師を招いて啓発を行なっている。また教育の中でも非認知能力の向上を目指していく

平成30年 第1回定例会 2018年3月 行政改革 ペーパレス化の推進について 庁舎で毎年どれだけの文書量が増加しているか把握しているか 現状では把握を行なっていないものの、昨年600ファイルメートルの文書削減を行なった

平成30年 第1回定例会 2018年3月 行政改革 ペーパレス化の推進について 文書の保管に関する規定はあるか 垂井町文書取扱規定に則り保管している

平成30年 第1回定例会 2018年3月 行政改革 ペーパレス化の推進について 庁舎移転に伴い、ペーパレス化を推進してはどうか 導入できるサービスがないかを検討する

平成30年 第3回定例会 2018年6月 子育て・教育 食育の実施状況について 現状で、どのような食育に関する事業を実施しているか プレママキッチンなど妊娠期の教育と、学校での親子料理教室等で実施している

平成30年 第3回定例会 2018年6月 子育て・教育 食育の実施状況について 地産地消の推進状況は 町内事業においては町産の野菜を使い、また学校給食でも町産・県産の食材を周知している

平成30年 第3回定例会 2018年6月 行政改革 RPAの導入による働き方改革の推進について 働き方改革について庁舎内で議論は行われているか 勤務管理の徹底や仕事の配分の見直し等で実施している。また機器の増設等で対応している

平成30年 第3回定例会 2018年6月 行政改革 RPAの導入による働き方改革の推進について RPAの導入による働き方改革を実施してはどうか 他自治体での導入効果の検証やRPAを導入する業務の分析を行い、慎重に検討していく

平成30年 第4回定例会 2018年9月 子育て・教育 ユニバーサルカラーチョークの導入を 色弱者への学校現場での配慮をどのように行なっているか 希望者への色覚診断や、白と黄色を基調としたチョークの使用を推進する等で対応している

平成30年 第4回定例会 2018年9月 子育て・教育 ユニバーサルカラーチョークの導入を ユニバーサルカラーチョークの導入を推進していは 北中学校で他校に先駆けてユニバーサルカラーチョークを導入しており、効果を検証していく

平成30年 第4回定例会 2018年9月 子育て・教育 子育て環境の充実に向けて 子育て支援センターの開館時間を1時間延長してはどうか 職員の業務内容も考えながら前向きに検討していく

平成30年 第4回定例会 2018年9月 子育て・教育 子育て環境の充実に向けて 子育て支援課を設立し、子育て支援を充実させてはどうか 需要により部署を設置するのではなく、将来を見据えて組織のあり方を検討していきたい

平成30年 第5回定例会 2018年12月 子育て・教育 子育て世代包括支援センターの設立について 子育て支援センターを設立してはどうか 平成31年4月より設置していき、よりきめ細かな子育て支援を推進していきたい

平成30年 第5回定例会 2018年12月 子育て・教育 有休公共施設の活用について 町づくり団体や民間と協働で公共施設を活用してはどうか 公共施設アクションプランの策定により、個々の施設の活動について検討していきたい

平成30年 第5回定例会 2018年12月 子育て・教育 学校のエアコン設置の順番について どのようなスケジュールで学校へのエアコン設置を行うか 学校を3群に分けて2年間で実施する。1期工事は普通教室、2期工事は特別教室に設置していく

平成30年 第5回定例会 2018年12月 行政改革 増税時の水道料金の負担軽減を 増税時に2％分の水道料金の据え置きはできないか 今後、施設更新等で経費の増大が見込まれるため、増税に合わせて水道料金を値上げしていく


